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(57)【要約】
【課題】屋外用ローソクであっても、全周にわたって一
定の燃焼を維持し、燃焼剤を効率良く利用できるので燃
焼時間を長くすることができ、また流ロウを少なくでき
るローソクを提供する。
【解決手段】円柱状に成形された燃焼剤１と、この燃焼
剤の外周に固定された燃焼筒とからなるローソクであっ
て、上記燃焼筒は、燃焼剤側に少なくとも硫酸紙を配し
た積層芯であり、燃焼剤側から第１の硫酸紙２ａ、不織
布３、および第２の硫酸紙２ｂの順に積層されている。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　円柱状に成形された燃焼剤と、この燃焼剤の外周に固定された燃焼筒とからなるローソ
クであって、
　前記燃焼筒は、前記燃焼剤側に少なくとも硫酸紙を配した積層芯であることを特徴とす
るローソク。
【請求項２】
　前記積層芯が燃焼剤側から第１の硫酸紙、不織布、および第２の硫酸紙の順に積層され
ていることを特徴とする請求項１記載のローソク。
【請求項３】
　前記第１および第２の硫酸紙が同一種類および厚さの硫酸紙であることを特徴とする請
求項２記載のローソク。
【請求項４】
　前記燃焼筒が燃焼することにより、液状化した前記燃焼剤の上表面が前記燃焼剤側に配
された硫酸紙の燃焼面と略一定となりながら燃焼することを特徴とする請求項１、請求項
２または請求項３記載のローソク。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ローソクに関し、特に屋外にあっても燃焼が一定であり、流ロウの少ないロ
ーソクに関する。
【背景技術】
【０００２】
　長い歴史を持つローソクは、近年、イベントなどで装飾的に用いられることが多くなっ
てきている。例えば、各地に残る万灯祭、万灯籠もしくは万灯流し、または神社仏閣での
万灯供養会等では多数のローソクが使用される。また、屋外での芸能リサイタル、演劇イ
ベント等でも多数のローソクがショーの光効果を演出するために使用される。
　風が吹いても消えにくく、屋外で安全に使用でき、さらに流ロウを少なくできるローソ
クとして、燭心の周りをロウ材で固めたローソク本体に和紙を巻き、この和紙の表面にロ
ウ材を被覆したローソク（特許文献１）、捲回されて筒に形成された和紙の内方に位置さ
せた円筒状のろうより構成されているろうそく（特許文献２）、燃焼剤と、少なくとも該
燃焼剤外周面に装着配置された燃焼芯部からなる燃焼本体の外周面に、合成樹脂と植物繊
維とを一体化させた薄状の複合体を装着配置してなるローソク（特許文献３）等が知られ
ている。
【０００３】
　しかしながら、従来の屋外用ローソクは、屋内用のローソクに比較して太い燃焼芯を用
いたものが多く、溶融した燃焼剤がローソクの外周面にそって垂れろうそく下部にて固化
し、あるいは屋外の風によりろうそく足元周辺に飛び散り、また燃焼後も残渣として残る
という問題がある。
【０００４】
　また、ローソクの外周面を和紙などで巻いたローソクであっても、燃焼剤の燃焼が外周
全周にわたって一定に燃焼するのが困難であり、液状化した燃焼剤が外周の一部から流れ
落ち易くなる。そのため、実際の燃焼に利用される燃焼剤量が少なくなり、従来の屋外用
ローソクは燃焼時間が短くなるという問題がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００４－４３６０４
【特許文献２】特開平５－３２０６８９
【特許文献３】特開平１０－１４０１８１
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【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明は、このような問題に対処するためになされたもので、屋外用ローソクであって
も、全周にわたって均一な燃焼速度を維持し、燃焼剤を効率良く利用できるので燃焼時間
を長くすることができ、また流ロウを少なくできるローソクの提供を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明のローソクは、円柱状に成形された燃焼剤と、この燃焼剤の外周に固定された燃
焼筒とからなるローソクであって、上記燃焼筒は、燃焼剤側に少なくとも硫酸紙を配した
積層芯であることを特徴とする。
　特に、積層芯が燃焼剤側から第１の硫酸紙、不織布、および第２の硫酸紙の順に積層さ
れていることを特徴とする。
　また、燃焼剤の外周に積層される第１および第２の硫酸紙が同一種類および厚さの硫酸
紙であることを特徴とする。
　本発明のローソクは、上記燃焼筒が燃焼することにより、液状化した燃焼剤の上表面が
燃焼剤側に配された硫酸紙の燃焼面と略一定となりながら燃焼することを特徴とする。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明のローソクは、円柱状に成形された燃焼剤側に、少なくとも硫酸紙を配した積層
芯であるので、特にこの燃焼剤側から第１の硫酸紙、不織布、および第２の硫酸紙の順に
積層されている燃焼筒を備えているので、燃焼筒が均一な燃焼速度で燃焼する。そのため
、燃焼剤を効率良く利用できるので燃焼時間を長くすることができ、また流ロウを少なく
できる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】ローソクの断面図である。
【図２】ローソクの燃焼状態を示す断面図である。
【図３】ローソクの燃焼状態を示す写真である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　本発明のローソクの一例を図１に示す。図１はローソクの断面図である。
　ローソクは、円柱状に成形された燃焼剤１と、この燃焼剤１の外周に積層された第１の
硫酸紙２ａ、不織布３、および第２の硫酸紙２ｂとからなる積層芯を有する。主燃焼芯と
なるのは不織布３である。
【００１１】
　燃焼剤１の材質としては、パラフィンワックス、フィシャトロピッシュワックス、天然
ガスワックス、ポリエチレンワックス、植物ロウ、蜜ロウなど、従来ローソクの燃焼剤と
して使用されている材料を単独でまたは混合して使用することができる。これらの中で、
植物性高級脂肪酸類を主成分とするものが本発明に好適である。植物性高級脂肪酸類は筒
状体２ａの筒の厚さを薄くしてもローソクとしての機械的強度を保つことができるので、
本発明のローソクの太さおよび筒の厚さを任意に調節することができ、ローソクの燃焼時
間を容易に調整することができる。また、植物性高級脂肪酸類はローソク燃焼時に不快な
においが発生せず、変色（黄変）や燃焼時の煙の発生を抑制することができる。
【００１２】
　植物性高級脂肪酸としては、炭素数１２～１８の飽和脂肪酸であることが好ましく、例
えば、ミリスチン酸（炭素数１４、融点５４℃）、パルミチン酸（炭素数１６、融点６３
～６４℃）、ステアリン酸（炭素数１８、融点６９～７０℃）、アラキジン酸（炭素数２
０、７７．５℃）等の飽和脂肪酸、オレイン酸（炭素数１８）、リノール酸（炭素数１８
）、リノレン酸（炭素数１８）等の不飽和脂肪酸の高度水素添加物を使用できる。
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　また、植物性高級脂肪酸に、高級アルコールおよび／または高級脂肪酸グリセリドを副
成分として含有させることができる。高級アルコール、高級脂肪酸グリセリドとしては、
従来ローソク製造に使用されているものであればいずれも好適に使用することができる。
具体的には、高級アルコール：ステアリルアルコール、セチルアルコール等の炭素数１６
以上のアルコール、高級脂肪酸グリセリド：ステアリン酸グリセリド、パルミチン酸グリ
セリド、ミリスチン酸グリセリド、ラウリン酸グリセリド、オレイン酸グリセリド、リノ
ール酸グリセリド等の炭素数１２以上の脂肪酸グリセリド、等が例示でき、これらの中か
ら１種または２種以上を選択して使用することができる。
【００１３】
　燃焼剤１の形状は円柱状であれば使用できる。好ましい円柱の形状としては、真円、楕
円、異形円などが挙げられる。これらの中で、真円は燃焼が外周全体にわたり均一に進む
ので好ましい。
　燃焼剤１内部には燃焼芯を設けることなく、燃焼剤１の外周に積層された燃焼筒が燃焼
芯となる。
【００１４】
　ローソクの大きさとしては、ローソクの高さが約５００ｍｍまで、全体の外径が約８５
ｍｍまでであることが好ましい。
　ローソクの大きさがこの範囲内であれば、イベントなどに使用するための屋外ローソク
として使用時に折れたりすることがなく数時間燃焼を続けることが可能となる。また、ロ
ーソクの外表面に宣伝広告、開催イベント名など大きく明瞭に表示できる。
【００１５】
　燃焼筒となる積層芯は燃焼剤側に少なくとも硫酸紙を配し、この硫酸紙の外周に主燃焼
芯を積層する。また、積層芯の最外層には硫酸紙を配することが好ましい。
　好ましい積層芯の構造は、第１の硫酸紙２ａ、不織布３、および第２の硫酸紙２ｂが順
に積層された構造である。
【００１６】
　燃焼剤１の外周面に第１の硫酸紙２ａ、不織布３、および第２の硫酸紙２ｂを順に積層
して燃焼筒となる積層芯を形成する。第１の硫酸紙２ａ、不織布３、および第２の硫酸紙
２ｂからなる燃焼筒は、燃焼剤１の外周面に順に巻きつけることにより積層することも、
あるいは、あらかじめ円筒状に成形した筒状体を重ねあわせて、燃焼剤１の外周面に固定
できる。さらに、これらの組み合わせであってもよい。巻きつける方法としては、例えば
テープ状の不織布等をスパイラルに巻くことで得ることができる。スパイラルに巻く場合
、テープの幅方向端部同士を突合せても、または重ねあわせてもよい。あるいは、幅広の
不織布等の幅方向端部同士を筒状体に突合せ、重ねあわせることができる。
【００１７】
　硫酸紙は、加工紙の１つであり、パルプから抄造した原紙を濃硫酸に通して表面の繊維
を変性させたもので、薄くて耐水・耐油性がある。パーチメント紙あるいは擬羊皮紙とも
いう。
　硫酸紙の市販品としては、王子特殊紙株式会社製、商品名ドリープが好ましく使用でき
る。ドリープはドリープ原紙を硫酸溶液で処理し、紙の繊維を粘り強い半透明なゼラチン
状のアミロイドと呼ばれる物質に変えたもので、このアミロイドは、紙の繊維をお互いに
結びつけ、紙の細孔を塞ぐことで、以下の特性を有する。
　耐油性：アミロイドの作用によって、一般の紙と比べて耐油度が強い。
　耐水性：湿潤強度が強く水に強い。
　保香性：外気との通気を防ぎ内部の香気を保つ。
　強い強度：アミロイドの作用により、一般の紙と比べ、引き裂き強度・引っ張り強度が
強い。
　剥離性：紙の表面強度が強く繊維が剥がれないため、弱剥離性がある。
　半透明性：半透明性により、製品・印刷物等の美装性が表現できる。
　上記特性を有するドリープとしては、ドリープＦ、ドリープＷ、ドリープＷＳ、アート
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ドリープなどが挙げられる。これらの中でもドリープＦが好ましい。
【００１８】
　不織布は、木綿、麻糸等の天然植物性繊維、レーヨン等の再生繊維を用いて不織布を好
ましく使用できる。
　硫酸紙と不織布との積層順は、燃焼剤側から第１の硫酸紙、不織布、および第２の硫酸
紙の順が好ましい。燃焼剤側に第１の硫酸紙を最初に積層することにより、液状化した燃
焼剤が第１の硫酸紙から漏れなくなり、燃焼剤の上表面が第１の硫酸紙の上面と略一定に
なる。
　また、第１および第２の硫酸紙が同一種類および厚さの硫酸紙であることが、燃焼が均
一になるため好ましい。
【００１９】
　なお、主燃焼芯として、不織布以外に、木綿、麻糸等の天然植物性繊維、レーヨン等の
再生繊維を用いた織物または編物を使用することができる。織物または編物を用いる場合
、継ぎ目のない長尺の筒状織物または筒状編物とすることができる。筒状織物は円筒織機
で、筒状編物はシームレス編機で製造することができる。
　また、主燃焼芯として、上記不織布、織物または編物以外に、紙を使用することができ
る。
　紙は植物繊維を薄葉体でシート状にしたものであって織っていないものである。植物繊
維としては、木材、ミツマタ、コウゾ、ガンピ、麻、綿、リンター、マニラ麻、エスパル
ト、ワラ、竹、バガス、ケナフ、古紙などから採取されるパルプが例示される。
【００２０】
　燃焼筒は燃焼剤１の外周に積層芯として少なくとも硫酸紙を含む燃焼芯を巻きつけるこ
とで形成できる。巻きつけるときには、ポリビニルアルコールを主成分とした水糊、酢酸
ビニル系共重合体を主成分とした水糊等の紙用接着剤を利用できる。または、ロウを含浸
することで固定することもできる。
【００２１】
　図１に示すローソクの燃焼状態を図２により説明する。本発明のローソクの燃焼は、図
２（ａ）～図２（ｃ）のサイクルで継続する。図２（ａ）～図２（ｃ）において、１ａは
、燃焼芯の熱により液状化した燃焼剤、４は炎の状態をそれぞれ表す。
　不織布３に点火することで、炎４が不織布３を伝わって下りていくにつれ、固形の燃焼
剤（ロウ）１が溶けて液状化した燃焼剤１ａとなる（図２（ａ））。
　不織布３が液状化した燃焼剤１ａを吸い上げながら燃焼をする。液状化した燃焼剤１ａ
の周りの第１の硫酸紙２ａは、液状化した燃焼剤１ａに冷やされることにより燃焼しない
（図２（ｂ））。
　不織布３が液状化した燃焼剤１ａを吸い上げ燃焼し、その液面が下がることにより露出
した部分の第１の硫酸紙２ａおよび第２の硫酸紙２ｂが燃焼する（図２（ｃ））。
　燃焼が図２（ａ）～図２（ｃ）のサイクルで継続することにより、液状化した燃焼剤１
ａの上表面が第１の硫酸紙２ａの燃焼面と略一定となりながら燃焼する。
【００２２】
　本発明のローソクは、燃焼剤を効率的に燃焼させることができるので、燃焼時間を長く
することができるとともに、流ロウを少なくできる。
　このため、本発明のローソクは、各種イベントなどの屋外で使用されるローソクとして
利用できる。
【実施例】
【００２３】
　実施例および各比較例に用いた燃焼剤および燃焼芯を以下に示す。
燃焼剤：
　燃焼剤はパルミチン酸、ステアリン酸およびパラフィン酸との混合物を用いた。
燃焼芯：
（Ａ）硫酸紙は王子特殊紙株式会社製、商品名ドリープＦ（連量９６ｋｇ［四六判］）を
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（Ｂ）不織布は、ユニチカ社製、Ｃ０３５Ｓ／Ａ０１－１４８０（厚さ０．２８ｍｍ）を
用いた。
（Ｃ）コピー用紙（坪量６４ｇ／ｍ2）、画用紙（厚さ０．３０ｍｍ）、および半紙（厚
さ０．０７ｍｍ）はそれぞれ市販品を用いた。
【００２４】
実施例１および比較例１～４
　金型を用いて、外径（Ｔ）３３ｍｍφ、高さ２００ｍｍの燃焼剤を製造した。この燃焼
剤の外周に以下に示す積層順で燃焼筒を形成した。積層時の接着剤としては、酢酸ビニル
系共重合体を主成分とした水糊を用いた。
　実施例１：（内）ドリープＦ１重巻き－（中）不織布２重巻き－（外）ドリープＦ１重
巻き
　比較例１：（内）コピー用紙１重巻き－（中）不織布２重巻き－（外）コピー用紙１重
巻き
　比較例２：（内）画用紙１重巻き－（中）不織布２重巻き－（外）画用紙１重巻き
　比較例３：（内）半紙１重巻き－（中）不織布２重巻き－（外）半紙１重巻き
　比較例４：（内）不織布１重巻き－（中）不織布２重巻き－（外）不織布１重巻き
【００２５】
　得られた実施例１および比較例１～４のローソクを用いて、以下の燃焼テストを行なっ
た。結果を表１に示す。また、燃焼状態を図３－１～図３－５に示す。図３－１が実施例
１の燃焼状態を、図３－２が比較例１の燃焼状態を、図３－３が比較例２の燃焼状態を、
図３－４が比較例３の燃焼状態を、図３－５が比較例４の燃焼状態を、それぞれ表す。
（１）はかりの上に「受け・燭台」を用意し、はかりを０グラムにあわせる。
（２）燭台にローソクをセットし、ローソクの重量を測定する。
（３）扇風機を用意し、首を振らずに、ローソクに風速１～１．５ｍ／ｓｅｃの風が当た
るようにセットする。風速は日本カノマックス株式会社製、ＡＮＥＭＯＭＡＳＴＥＲ　Ｍ
ＯＤＥＬ　６００３／６００４を使用して測定する。図３－１～図３－５において、風は
図面左側から当たるようにセットした。
（４）ローソクに点火し、扇風機を回す。
（５）１５分ごとにローソクの重量を測定する。
（６）燃焼後に「受け・燭台」に垂れたロウの重量を測定する。
【００２６】
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【表１】

【００２７】
　表１および図３－１に示すように、実施例１は、各比較例に比較して燃焼炎が小さく、
ロウ垂れはほとんどなかった。燃焼の最後にロウ垂れがわずかに発生した。
　表１および図３－２に示すように、比較例１は、ローソクの風が当たっていない側の燃
焼が進み、風を受けている側は燃焼の進行が遅く、斜めに燃えていった。ロウ垂れはほと
んどなかったが、燃焼の最後にロウ垂れが発生した。
　表１および図３－３に示すように、比較例２は、比較例１と同様に、風の当たっていな
い側の燃焼が進み、受けているほうは燃焼の進行が遅く斜めに燃えていった。また、燃焼
開始後、約１２分で流ロウが始まり、約２０分でローソクの下の方に火がつき、ローソク
全体が炎に包まれ、ロウ垂れが加速した。
　表１および図３－４に示すように、比較例３は、比較例１および比較例２より良好であ
るが、やはり風の当たっていない側の燃焼が進み、受けているほうは燃焼の進行が遅く斜
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めに燃えていった。また、燃焼開始後、約５分で流ロウが始まった。
　表１および図３－５に示すように、比較例４は、比較例１と同様に、風の当たっていな
い側の燃焼が進み、受けているほうは燃焼の進行が遅く斜めに燃えていった。また、燃焼
開始後、約３７分でローソクの下の方に火がつき、ローソク全体が炎に包まれ、ロウ垂れ
が加速した。燃焼開始後、約５分で流ロウが始まった。
【産業上の利用可能性】
【００２８】
　本発明のローソクは、燃焼筒が均一に燃焼するため、燃焼剤を効率良く利用でき、燃焼
時間を長くすることができるので、屋外イベントに利用できる。
【符号の説明】
【００２９】
１　燃焼剤
２　硫酸紙
３　不織布
４　炎

【図１】 【図２】
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